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第 6 章 　ア ブ レ ル 氏 人 工 妊
1
娠 中 絶 法

瞭

橋　 爪

　 本法 は 1934年（昭和 9 年ル ．・マ ニ ヤ の Aburel

氏 の 提 唱に か tS る もので ， 共 の 要旨は 1937 年（昭

和 工2 年）佛國産婦 入科雜誌 Gynec｛，logei　et 　Obs ・

ピetrique 第 36 卷 に記 載せ られ て居 る が ， 永 く本邦

醫家の 注 目 を引 く事 な く經過 し， 戰後山元 ， 秦氏

等 の 逍試發表 に依 りそ の奏 效の顯 嵜な る を認識 ぜ

らる S に 及 び ， 忽 ち颱風 の 如 くに
一世 を風廃 して ，

恰 もア ブ レ ル 時代 を現 出 したか の 觀が ある．、然 る

に經驗例の 増加 と共 に ， 本法 に は時に思わ ざ る母

體死 亡例が報告せ らる S に 至 り， 漸 く世 人 の 淀 口

を引 き ， 本法 が果 して 是か 非 かを多數 の 臨牀醫家

諸君の 御經驗に 依つ て決せ んと し， かね て御途付

申上 げて置 い た調査表を整理 し， 此所 に御報告す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

る次第 で あ る．

　 ア ブ V ル 氏 法の原法は ， 經腹的 に羊膜腔内に 35 −

％ （貪包和）食鹽 水 を 40cc注入 し， 陣痛 の 發來を見な

い 時は，4 時闇後に更 に 60ce を注 入 す る．多 くの
’
場合は之 で その 目ll勺を逹 す る もの で あ る が ， 稀 に

は 6− 8時聞後に第 3 囘 の注入 を必要 と す る場合

が あ る． 一般 に 注入後 3− 5 時閻で 陣痛は發來 し，

lb）− 2，t時聞で分娩は絡 了す る と言 うの で あ る が ，

本邦 に 於 て は 經驗當初の結果 が必す し
「
も原著の如

き效果 に は 到達 しな か つ た の で， 經驗的 に 飽和食

盤i水 100cc を羊膜腔内に徐 k に 3− 5 分聞 を要 U て

注入する の法が廣 一く用 い られ て來た の で あ る．

　 先 づ 調査票 に 依 り實施例數 の ・妊娠各月分 布 を調

べ て 見 る と，第 1 表の如 くで あ る が，之 ｝漏總敏 4工2

票 中， 最初 よ り他法 をM：Tllせ る もの 或 は記載不充

分 な もの §4 票を除 い た 328 票 に對寸る統 計で，

叉不成功例は陣痛 の 歌 況 に依 t） 他法 を併用 した も

の ， 注 入 不能例 は本法 を實施 しな い 譯で あ る か ら

除クトし て 計算 した。 之 に 依 る と， 威功 例 の約
1
ムは

浸 軟兒 を娩出 し， 不成功例 は 7・4 ％程度 で あ る．

　 次 に使用藥液は大體， 食鹽 水， 葡萄糖液 ， 鹽 基

水，硫麻水，蒸 溜水 の 5種 に分 けて 計算 した が ，

一 　 男

第　1　表…　實施千殉數（328 票 よ　り）

妊 娠馴 買誦 ▽ヶ 目 ▽レ洞 皿ヶ副　三†

実施鼻馴 68426 ：％ 2／54 〃 47166 ノ∫

戚 四 編
243

誓1
〜76二

’
：

！993

？・繍

／0756 ！20

244％　 26．6咢r

下万鰍 絢慰隠腸易i4ゐ玩
7アレノ匠瓦注i玄施行 亡 ずと sるも の 辰が 白凝丈ノo〆票

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　ア ブ レ ル 氏法 を施行 也 す と す る もの 及 び 白紙 1  1票
　最初 か ら｛Lb法 と 併用 ぜ ろ もの 18 票

矢張 b食 鹽水 が最 も多 く， 全例 560例 中 121例 で

75　％ を占め ， 次 は 葡萄糖 ， 硫麻i， 鹽 基水 ， 蒸溜水

と言 う順序で あ る ．叉 食蠱水中飽和の もの は 犯 1

例 中 407例で
， 約 97％ を占め て 居 る．術票數 よ り

例數が 多 い の は
， 同一人で 色 々 の液を使 わ れ る方

が あつ たか らで あ る．　　　　
’

　使 用藥液の量は 50 乃至 100ceの邊が最 も多 く，

記載明瞭な る 455 例中 341 例 で約 75％ に租常 して

居 ろ．

第 2 表　使用藥液 （412 票 よ り）
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第 3 表 使 用 量

市 販 畠 の み 84例

自家製品の 泳

　 　 　「
20 ノ

両 方 共使 用 75

注 射 液 入 手 經 路

旦

里
例 　　敬

50 ぐc
｝ で

・ 72

ノ00
‘c

ま で 34 ／

／ 50cc 士 で 30
200c

‘

ま で ／ 2

　注射 液は ， 市販品を買 う方，自分の 藥室で作 ら

れ る方， 叉雨方 を使わ れ る方等色 々 で あるが ， そ

の牛數以上 は ， 自分で作 られ る様で ある．

　徇水 100分 中食鹽 NaCl の 溶解度を 對温度 の 表

で 示せ ば次 の 通 りで 常温に於 て約 35 ・％ で あ る．

　　　　第 4表　 水100分 中 Nqcl の 穃解度

　次 に 注射液 に他の 藥劑の 少量 を混合 して 效果 を

強 め よ うと言 う考 で 色 々 の もの が擧げ られ て 居 た

が ， 之等附加劑 の駅況 を調 べ る と ，
412票中 よ リ

ユ27 例 を得 ， 之 を分類 した もの が 吹 の 第 5 表で あ

！

● ＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶
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第 　5　表　　阿lt　ヵ口　劑 （127　Sl）

．薬　 名 量 例 姿父　 計
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第 6 表 使 用 器 具

　　　　｝
り調

計 ． 2
ろ．帥 ちア ト昌 ン と鹽基 と が殆ん ど 全部で ， 夫 は

略 i 同數に近 い ．

　此の 欄に於 て は附加劑 を内服 ， 注射等 と混同 し

て 記載
．
した もの が多數 あつ た．　　　　　　　　 ．

　次 は使用 器具 ， 帥ち注射器 の 問題で あ る．注射

筒 は 5eo か ら 100　ce まで種 々 あつ たが ，
421 例 中

■

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

鶚

謂



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 25 年 4 月 1 日

〆

瀞

め

100cc は 186例で約牟數，
50cc は約

1
∠320cc は約

1
／s例

に於て 使 われ て居 る事 が判つ た． 注射針の 長 さ は

5cm か ら20cm まで が擧 げ られ， 總數 276 例 中 10

cm は 182例 で孚數 を超 え， 次は 15cm の もの で約

Vf4例 で あつ た．淌 ル ン バ ール 針 ， 輸血 針等 ， 從來

の 用途に依 る名稱を記
．
載 された もの も相當 あつ た

が ， 總數 74 例 中 66 例殆 ん ど 9 割 は ル ン バ ール 針

で あつ た，針 の 太 さに 關す る託載は殆 ん ど無 く，

之 は統計 を見合せ た，

　次 は淌毒 の 問題 で あ る。 注射部位 に對 して は全

部 の方 が淌毒 を施行せ られ ， 總數 578 例 中沃丁 は

373 例で 牛數以上 ， 次 は ア ル コ P ル で約
1
∠3 例 マ ー

キ ユ ロ ク ロ ーム は 僅 か 6％ 位に しか 使 われ て 居 な

か つ た ．此の 表の 計算は同一 入で ，
2 種以上 の 淌毒

方法 を隨時用 い ら、れ ろ た め 票數 よ り例數が壌 えて

居 る の で ある．

　　　　第 7 表　注射部位 の 消毒 （4コ2 票 よ り）　　 ・

沃 　　 　丁 373 64％

マ
ー

キュ ロ7 ロ ー
厶 37

ア ル コ
ー

ル

　 、
／ 68 29 ％｝

消 毒 せ ず
L
　

’
0

計 ∫ 78

　術 者の手指 の消毒は 393例 中簡單 に き い う表現

が ，
76 ％ で大多數 ， 開腹術程度 とい うの は 20 ％ に

過 ぎなか つ たが ， 全 く淌毒 しな い と い うの も3％報

告 さ れた．　　　　　　　　　　　
・

　　　　　　第 8 表 徳者手脂 の 淌毒

關 腹術弄呈度 81 頷 ％

簡 單 に

滞 毒 t亡 ず
「

　 言十

299 ・

／3393
76 ％

3％

　注射部 位 に就て も多數 の 囘答が得 られ たが ， そ

の 表現 は第 9 表 に 示 す如 く計算 に は 適 し な い の

で ， 別圖の如 く臍 ， 劍歌穿起 ， 恥骨結合，臍 と恥骨

結含 ， 或 は臍 と劍欺穿起との 中間等 の諸點 ， 並 に 正

中線の 左右 3cm の 距離 で 縱に 引 いた竿行線等を目

標 と し第 10 表 を得た ．之 に依 る と臍 と恥骨結合の

中央黜 と臍と の聞 が最 も多 く35％ ， 次 は此の線の

ノ

』

’

147− 3B

】／「＼ 1

礁
N 　騰

P　　僉蝌犬突起　　　　　　　　
L

S 恥骨結合
］1 臍 と恥骨 結合 の 中央

0 　臍 と剣状突起 の 中央

讎 雛轄韶騨評

第 9 表　注射部 位 の 種 々 な る表現

子宮底下 正 中線

子宮底 下側方

子宮體部 上ガ

子宮前壁略 it中央

子宮 の 最 も抵抗少き所

子宮底 と噸 部 の 中間

子宮底近 く胎兒部分の 閭隙

胎兒4、部分 の あ る所

羊 水 の 最 も よ く觸れ ろ 所

腹壁最膨 隆 部

胎見部分 の 明 瞭な ろ 所

頸部

左右腟圓蓋部

不 定

　 第 〕0 表 注 射 部 位
　　●

MN ／45 35 ％

M 40
N 3 ／

OS 33
AB 5
CD ／ 7
MS 9
C 53
d 52

そ の イ也 27

計 1　 4 ／2

左右の 四角範圍 ， 次 は臍 と恥骨結合 との中央點 で

あつ た．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　注射時羊水 め排除を行つ て す る か しな い か の問

題で あるが ， 總數 412 例 の 中， 排除 を行わ ない も

の 358 例 88 ％ ， 排除 を行 う もの 48 例 11 ％ で ， 排 ・

除す る と晉 つ て もその量は 10cc以下 が牛數以上 50．

ec 以下 は約
1
んと い う程度 で あつ た ，
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第　｝1　表　　羊君くの 垂非除 （412 票）

齢
懿

蚕1
勲

行 δ 、

／occ以下

50cc ケ

〆ooc （：〃

／00 σq以と

2の
　 　 　 ｝

／5

　5
　048

〃 ％

行，旬 彳う鋤 喇 6 6

行 は 魔 い 135888％
　注入速度 は記載 の あつ た 372 票 中鯨分 11− 20ee

の邊 が最 も多 く，
116票約

1
ムに相當 して い る．次 は

毎分 31− 40ccが 81 票 4工一50cc が 62 票 で ， 此 の邊
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 め　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　．l
に な る と 約 2 分 で 全量を入れ て しま う事に な る．

その 他
一

般錚注なみ に とか ， 徐 々 に とか い う記載

もあつ たが， 反郵 二出來 る丈早 くとい うの もあつ

た．

　注入困難並 に 不能 は 592例 に於 て報告 せ られた

が， その 中困難 は 320 例 ， 不能 は 252例 で，そ の 巾

血液吸 引の た め 注射 が 困難と な つ た もの 84例 2｛・7

％ ， 不能 とな つ た もの 82 例 ，
32．5 ％ で最高數 を示

して い る， 省 そ の他注射管難とな つ た もの に ｝ま，

　　　　　第 ユ2 表 注 入 速 度（毎分）
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第 ユ3 表　注 入 困難 及 び 不 能 （592 例）

理 由 困　　難 　　 不 　　能

飴盤 D 位置に 原歯す る もの

妊 娠月數 の 小な る tこめ

穿刺部位 の 不 適

羊水吸 引 不 可能

血液吸 引 の tlめ

胎 f己1こ金i』trさ　」 つ ナこテニめ

羊 水 過 少

胞状鬼胎

于 宮畸形

双 胎

子 宮位 置 異常

痩 痛叉 は 全 易状態 の 急變

子宮 が取縮 しt：アこめ

手術搬痕 の r；め

子宮筋腫

針 が 短 か v つ t：t；め

歪十が つ まつ ナこナこめ

注 入 時 固定困難

技術 未 熟 の tこめ
注 入 緩徐 に 過 k

’
ナ：tこめ

不 明

　　　　　 計

56例　16．5彡6　16
97148472310157000202

コ

ー0046340

　　 　
Il7

　　　io

　　　l25
24。60／o　S2 　　32．5％
2工g7　9／o．13

　　　i’i’
　　　

： 1
　　　　二
　　　… 王

　　i
｝

　　1
’

；
コ

　　
1
；

　　け

園
胎 兒に針が さ 1 つ た た め と い うの が 72 例，胎盤の

位置 に原因す る もの とい うの が 56 例 で 之 に 次 い

で い る．本項 は同一
人 で 困難，不能の 兩方を報告

せ られた方 が あるため ， 例數が増 えて い る の であ
　 　 　 ．　 　 e
る，

　次 に分娩經過 で あるが 之 は調査 票の 計畫に｛映點

が あ り， 餘 b面白 い 結果 が得 られ なか つ た の が殘

念で あ る． 記 入方法 も複雜な の で 完全 に 記載 さ れ

た方 は意外 に 少 か つ た． 依 つ て ， 確實 に ア プ レ ル

氏法 の み を J
’
IJい ， 且 っ 藥液は飽和食鹽水 ， 叉 20例

以 上 を報告 した方 々 か ら初 産 58例， 經塵 229例 に

就 き計算 した． 最長，最短 とは是等 の實驗例 の 巾

の 最長叉 は 最短 で あ つ て 干 均 で は な い ． 罕均 と言
’

うの は記載せ られ た雫均値の更 に 甼均 で あ る．其

の 概況は第 14− 15表の 通 りで あ るが ， 注 入 よ b陣
痛發來 まで が 初蓙 の 不 均が 24 時 2 分 とな つ て居

る に封 し， 經産の方 は 21時 14分 と な つ て多少經産

の 方 が短 い が ， 陣痛發來か ら胎兒娩出 まで は ， 初塵

素

。．＿t．．・− t − ＿ ＿．＿＿　　N 工工
一Eleotro 轟 L轟 宀蠡 聽 鼠匹詠 。轟寉黒凧
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第　14　表　　分　娩 經　過 （初産 58 例）

＝ 　 1＆　ma 　moe

注入 よ り陣痛發 來 まで　 ・

陣痛發來 よ り胎兒娩出 まで

胎兒娩出 よ り後産娩出 まで

　 　 　 　　計

63時30分 ユ0時　　240P　2分
54時 0分

1
ユ時30分 丁0時 165｝

6 時　　　同時　　　29分

　 　　 ；　　　 3d時47分
　 　 　 i　　　　　　　 1

第　15　表　　（經産 229 例）

最 長 降 短

．
李 均

注 入 よ り陣痛 發 來 まで　　　104
時

30
分

陣痛蘇 よ 蝋 嬲 Ni で
15塒

船 兒娩出よ り後 産娩出 ま で 8 時

　 　 　 　 　計

　 　 　 ト
1時2吩

ト
21Ht14分

　 5 分 】1時57分
同時　　　25分

　　　 33HS36fi
　 　 　 I

工0時 16分な る に對 し， 經塵は 11 時 57分 で 却 つ て

’
經産の 方 が長 くか S ると言 う事に な つ て 居 る． 胎

兒 娩出か ら後産娩出 まで は初産 29分な る に甥 し，

經産 25 分 となつ て居 る．本票調査 に依 り注 入 か ら

後産娩出 まで の 全時間は算出出來な い が， 是等 の

卒均値を合せ た もの は 大體の 目安に は なる と思

　　　　 第 ！6 表 　假 羊水の 有無 （249 票）

あ リ な し 不 明

初 　 産
経　 膏　 　 一

〆3555％

！4 ／ 56％
9995 ／5

／3

第 17 表 假 羊 水 の 量

初 産 経 　産

量 ． c 。

　
一

ψ ．

1　 イ列 馼

9
　 例 数

1　　 θ

i　
一 こご

．

乙
・｝

！匸ノ

n 　　　　　　　　　　　　ノ　 fl

j 　
層一

tL しノ

4 ’ 一
望

5 、− 60
‘で　　＿＿　幣・r
し　　　　　　　　、し

一・
　　 　 　　 　　 　 　　 　

一
　 〆

f　　
−

　hI

じ ’
− 9て：I

q ・一 ・砿
i

！Cl　，
； 一

／6
／4
　 2
／5
　 2
　 2
　 2

　 2
　 ア

　 ごフ

7 ！

〜4

2

p
ひ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o 　 ’

ユ三ア匂　　477cc 　 44 ．4εC

鞠

14EF −35

う．夫 は初産 34 時 47 分 に對 し 經産 33 時間 36 分

とな り， 多少經産 の方 が短 い が併 し大 した差 は な

い 事が判 る の で あ る．

　ア プ ン ル 法施行 の時に は ， 厘 圭子宮壁 と卵膜 と

の 問に滲 出物 の貯溜を來 し， 所 謂般羊水 どして痛

開始後排幽せ られ る 事が あ ろ．此 の假羊水 が ある

と言 う者 ない とい う者 ， 不明 とい う者等 あ り， 初

産經産共 ， 有 り と い う者は 孚數 を超 えて い た ．

　假羊水 の量は 20− 50cc の邊 が多 く； 甼均初産

41 ・7CC 經産 44 ・4CC と算出せ られた．

　平 均 出血全 量は， そ の 分布が 500eCに 至 る迄 相

當範圍 が廣 く， 槲 して 100− 300ce 程度 で ある が

1000ce とい う者 もあ り，干 均 して 初産 ユ55．6cc經
産 178．4cc で 經産の 方が僅か多 い 樣 に 見 られた，

第 18 表　甼均出血全 量

切 　謹　 　 経 畦

　 　 量　⊂c

　 　 　 〆
一 ！o

　 　 t
’
　／
− 70

　 　 2 戸一30

　 　 コ ’
− rfO

　 　 4i −一一50
　 　 5 ，．− 60
　 　 fi　1− ，．o
　 　 T ’

− co

　 　 ／sソ ー
　 ri1 一

一’
　 ！31 −

　 ’ 4 ！
 

　 ／ 5t 一

　 ノ 7 ’
一

　 〆8 ！
−

　 1ヲ’
一

　 ？ Ol −
　 2 々 　

』

仰、蕪

9f

’

！
；

ffトI　N　 1 望 　 co
　 　 　　　　　　　　 −，
1 に郵＝ 灘

　 　 　2＃J−−−2fiOむ

・ 1・ fl
−

…

9　　　2Ci −」210

　　　　 vア tへ 28o

o　魎 ’一 ？ v、1

　 　 ワ91 − ？1／
n
」

30i − 31d
3 ”

− 320
3〃 − 330

　 3ノ
ー 340

　 41 −一一350
　 ft’− 360
　 61−’−3アP
　 7 ノ

ー J．90
　 5 ！

− 3goq
’
− 400

　 foo
　 600
　 〆 ooo

豊 他

　 　 準 均

初 窪　　忙 嵯

贓

・

・

3
・

・

−

β
・

・

・

・

・

・

…
23

　 ∫

155．6L
’
c

数　

・
∠

040040

虐

00

ノ

冫

2
ρ

09

！

！

2

！

ノ

‘

佃

r467
ノ

陣痛 の 經過 は ， 初産 1058 例 ， 經産 2536 例 に就 き

謝算 した結果 ， 初産經産共に 適 度 と い うの が多 く

62 ・5％ 及 び 67・8 ％ で過強は 23 ．％及 び 15．6 ％ で

遙か に 少 なか つ た の は 意外で あつ た．
　 　 　 　 　 サ

　娩出直後の胎 兒の 生死 は，生 707 ： 死 4624 で 死

産 は 86・8％ に及 んで居た ．浸軟は記載不充分 で此

の 表 で は ， 算 出出來 なか つ た．

　合併症 の問題は極 め て 軍 要 で ある が ， 總數 328

票 6611 例 中， 合併症 を記載 された もの が 3148 例，

講
爨
溝
囃
諺

藹

＿ ＿ ＿ −」
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第　ユg　表　　陣痛 の 經過 （328 票〉

過 強 適 度 徽 弱 1 計

初 産
242 例
’
23．0％

662 伊

62，5％

／54 例 1

／4 ・5％
／058 例

　経 産
尠

396
／5 ．6％

／ 7 ／ア

6ス8％
423
／6、6％

2536 例

第 20 表
．
娩 出直後 の 胎 兒 の 生 死（9・2S票）

生
r

死

707

／3 ．2
例

％

462486
．8

　イ列

％

第 ・・ 表 合併症 ，緇
・　 合 　 併　 症 例　　數

殘

 

傷
角σ

惡

潜

亡 ，
疹

詳

鞄
嬲

死

20

　

毒

　

麻

産

血

管

熱

中

　
體

黜

娠

後

弛

頭

發

妊

口

母

蕁

不

16呂5243

　 76926

　 16

　 8S

　 ］3

　 8

／ 49

25．5％
3．71

．114

．o

1．3

  ．2

吐

惡

惡

ス

進

炎

痛

痛

眠

狸

腹

炎

囎

彎

緊
・

鹹

響

嘔

結

心

コ

心

肋

紳

頭

不

子

子

附

6 旨
．

四 肢知覺麻痺

7 ！　胸 内 ．苦 悶

31…　 胎盤早期剥離
　 i3
…
亅
　 早 期 破 水

2
．
　 腹 壁 化 膿

2i 　 急 性 腹 膜 炎

1　　 呼 吸 困 難

2　　 悪　 　　 寒

1　i　　 ヒ ス テ
L
］
一

發 fk

Il舞炎

出

。 豊
11 　 肝 臓 出 血
　 i

111111221111

　　　一番多か つ た の が，後産遺殘 の 1麟 例で 全數 の

　　　 25．5 ％ を占め ， 次 は 37ec 乃ge．　40° C の 發熱 926例

　　　14．0％ に相當す る、頸管裂傷は 76 例 1・1％ ， 口喝

s

　　88 例 1．3％ となつ て 比較的少 い が ，
ロ喝の 如 きは

1、．．．t、 舗 症 と して 黼 せ られなか つ た方が多力り た の

臨．　 ・ではな い か と思 わ れ る， その 他蓴麻疹 8例 ， 嘔吐

丶

日本 産科嬬人科學會雑誌　第2 卷　第 4 貔

第 22 表　ア プ レ ノv 氏 法 に依 る 死亡 例

1月数 i驤慧［ 施 行 後 状

ll

ゴ
孟
6　V7

…
vS

［VI910

　 VIll

　 V121V1

究
E

　 I

　　 炎 注入後 3 日間無尿 と な O て 死亡腎

鷹 瞬建
1 邇齷 顱 雕 黜 め蹶 に

　 ・ 1分死は 2 黼 泊 家幡 症状 眠 死 亡

循環障碍増悪死亡

妊 娠 腎．悪化 ， 無尿 ， 死亡

　 ？　1　　 ？

　t
第 23 表 補助的 に 使用 しすご他 の 方法 412 票

妊。驫 騾
・ 全一 一 ・・肺

　 P　 弛緩性 出血 に て 死亡

藍
娠 中毒

1
鞴 輔 亡

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ig肺 血 核 弛 緩性出血 に て 死亡

　 ・ 1弛 雕 雌 こて 死亡

注 　 1例 數 1 ％

，
調、

補 助

キ 三 ＿ ネ

リ　 チ 　 ネ　油

ア 　 　ト　 ；　 ン
』

工 　JV ゴ 〃　リ ソ

メ 　 タ　ボ 　
1）　 ソ

ワ ゴ z チ グ ミ ン

カ ？v チ コ ー7v

ブ ヂ P1 レ ン グ

ラ 　 ミ　ナ 　リ　 ヤ

ヘ　　ガ 　　卩　　ル／

メ ト ロ イ リーセ

コル ポ イ リ 卩セ

メ ト ラ ノ イ ク テ ル
’

ア ウ ス ロ イ ム ソ グ

EKtrakt江on

穿 　 頭 　の
術

腟　式 　帝 切

外 子 宮 口 切開

腟 前 壁 切 開

用 手 噸 管 擴大

人 工 破 　水

碎　　胎　 術

952439111173

認

8

翆
皿

3U5

岔

2111

−

−

跏

23．15

．89

．5

17．78

．0

8 ．0

6例 ， 結核増惡等 ， 全部で 33 例が擧 げられた が夫

匁は何れ も少數例に過 ぎなか つ た ．注 目す可 きは

母髄死亡 の 13例 が此所 に 出て來た事 で ， 之 は合併

N 工工
一E よ碧亭仁ronio 　Library 　
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繕
ノ

症 中の O．4％
， 總數 6611 例中の 1）．2％ に 過 ぎない ．

是 等の 13 例 に 就 き， 施行前の 疾 患 ， 施行後の状況

等 を調査 して 見 る と， 第 22X の 如 ぐ術誰腎疾患の

あつ た者は その 疾患の 増悪 を來 し， 無尿厭 態 と な

りて 死亡 ， 或 は 弛綏性出血 に 依 り死亡 して居 るの

が判 る．　　　　　　　 ，

　 ア ブ レ ル 氏注 で 伸 々 奏效 しなか つ た場合は ， 何

か補助的の 方法 を講 じて 目的を貫徹 しな くて はな

らない ． それ等の歌況 は ど うか と調 べ て 見 る と數

種類の 記載 があつ た が，
412 例 中，

キ ニ ーネ を併用

した もの 95碗 23．1％，プ ジール ン グ に轉 じた もの

7；；例 17 ・7％
，
ア ト ニ ン を併用 した もの 39 例 9・5％

その 他 ラ ミ ナ リ ヤ ，
メ ト ロ イ リーゼ等 があつ た．

　本法 は何故流産 を誘發 す るの で あろ うか． その

原囚 に就て 調査票 に依 り御意見 を伺 つ た譯 で ある

が，滲透壓 に依 る と 言 うの が，197例中 72 例で 76．5

％ 羊水の増量 に依 るとい うの が30例 で 15 ・2％ 單な

る 器械的刺戟と い うの が 29 例 ，
14 ．5％ で あっ た ．

　　 第　24　表　　流 産言秀發機轉1二塁重す ろ 意見 197 例

原 囚 例　　 數

t

髄 壓に よ る 　 　 　 　 一 72 （76・5％）

羊 水 の 増量 iこ依 る　　　　　　　　　　　
．
　 30

于宮 内 壓 上昇及 び 内容 の 注 入 量丈の 増1加．　 11

單な ろ器械 的刺戟　　　　　　　　　　 29

胎盤面 に 於け る 血 栓 形成 に依 る　・　 1　 2

胎 兒死 亡　　　　　　　　　　　　　　　 18

N 。
・イオ ソ の 子宮筋に封 す ろ 刺戟 　

』
18

藥潅の 異物的作用 　 　 　 　 　 　 i　 4

轟諜 鏃 。 。 、　　 ll．

注射針 に依 る穿刺の 刺戟 に よ る 　 　 ．
』

1

股落膜の 殍 腫發 來 に依 る　　　　　　　I　　l

羊水の 變化 に俵 る 刺戟 　　　　　　　　　1

羊水 を除去 す ろ事 に 俵 り起 ろ　　　　　　　2

　 ア ブ レ ル 氏法 に蜀 す る批剣は 臨牀上最 も重要 な

所 で あ る が，379 票に就 き， 實驗例數 に依 り區分 し

て 計算 して 見 る と ， 次表の 如 くで あ る． 帥 ち 1 乃

至 9 例の經驗者 140票 に 就 て 計 算 して み る と ， 安

全 で ある と言
・うた 者は 35 例 ，

25％ で あ るが ，
100例

以上 の 驗經者 に 於 て は 2例 40 ・％ とな り， 多數例 の

經驗者は その結論 と して 安全 とい う 方に 傾 い て い

る， 叉推賞す可 き と言 つ た者は ，
24 例，17・2％ で

ある が ，
100例以上 の經驗者は， 寧例 40・％ に 及 び

ノ

継 乙．

151− 37

羅 醜 安量予旒
擺 険 
あ ∋

甚舵 険
でお 58

・1τ
な馬1椎亀可，

牛褓 條忤

め下匚
廃浄 1

書、臨 、
｛・郎5

ノ
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％
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36355

％

コ
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％
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／ぞ3ρ恥
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即
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　！3444
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ご冫

o

　 5376

％

一
　 12445

％
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ア％　 22z ％
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　 9529

舳

ρ

θ

　 ノ

ケ 9 物
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　 953

ρ％ 〃
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砕 御 ”
　 7636

％

　 32

θ ％

oo 　 17

’％

　 4364

％

　 654

ξ％

σ

0

〆

7 ノ％

6σ一6臼 4
　 ノ

2嬲

2

聯

o

〃

　 ノ
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　 ’

2柑 ％

　 25

農ρ％

Oo 　 ’

2ジo％

z9−773 　 ’

333肪

　 26

寂7％

o

タ

oo 　 26

εz％

ρ

oo ρ

　 ノ

333 ％

、’00 劃 上 5
　 24

αρ％

　 ノ

20 〃％

　 1200

％

　ノ

200 ％

　 24

αo％

　 36aooo00

…

駄
’6 ρ

42ρ％

1230

％

59

’6．0ρん

〆0728

ρ％

！524

αρ％

ノ9i

θ％

’0227

〃％

同 じ く多數經驗者は ， 推賞す可 きと い う方に磁 ・

．

て い る 譯 で ある． 甚 し く危險 とい うの は少數例の ¢

、

經驗者は 4 例 28．5％ 多數例 の經驗者は 1 例 25・％

とな つ て 居 る が ， 廢す可 し と す る もの 少數例經驗

者 工0 例 7．2％ な る に 反 し， 多數例經驗者 に於て は

全 く記載が無 い ． 皀口ち少數例 の驗經者 は廢す可 し

と す る もの が相當 あ る が，多數例經驗者に於て は 乎

例 も無 い と言 う譯で ， 之 は技術未熟 叉知 識が淺
　　　　’
くて 2− 3例 や つ て 驚い て す ぐやめて し ま つ た方

k と ， 多數例の 經驗者 との 間に は ， 自 ら解釋の 粗

逹 が あ る と 見 る 可 きで あろ う．

　本法は比較的實施 が容易な の で 專門醫以外 の 者

も私 か に 行 つ て 居 る と言 ふ 話 を聞 く事 が少 くな

い ．計算の 結果 は 412票の 中， 行 われて居な い と見

る者 112 票 27・1％ ， 明 か に行 われ て居 る と見る者

3壬票 8．2％ ， 行わ れ て 居 る ら し い と見る者 51票

12・3％ とな り， 後2 者 は合せ て 20・5％ と な り， 約

全體の
1
！3 に及 んで い る．之 は入工 妊娠 中絶 の豫後 ・

　　　　第 25 表　専門 醫 外 1：行われて い る か

‘

非専問醫 　　23

專 門 臀 外 t：

行 わ れ て ゼ る
助 産 嬬 　　 2 34

　 ●

行 われ て い る ら し い

行わ れ て い ない

わ か ら な い

無 　　言巳　 入

　 　 　 計

不　　明　　 9

51112131

「
84412

壌
嚇

灣
擁

N 工工
一El ？eotronio 　
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を 良好 な らしむ る意味 に 於 て重要 なポ イ ン トをつ

かんで居 る も の と言 えよ う．

　最後に 本法實施上危險豫防 の 點か ら如何な る點
に注意 した ら宜敷 い か に就 き， 諸家の御意見を綜

合 して 見 る と．

　　　　　　　　 第　　26　 表

〆

9

　　 1 純度 に 注意 す る
．

　 　 1
藥 　

1

濃度 1ご注意 す る

　　 稀 薄な もの を用 弓る

　　曝小轍 量 2M56

　　150cc 以下 を用 5 ろ こと

　　 葡萄樽 を用 5ろ こ と

物 陣 苦を用 5る こ と

　　．消毒iを嚴重 に す ろ こ と 1

011112151

．　1注　POOeelS射 器 は 固 定 が 惡い

　 射 瞳 當 な針 を用 5 ろ

　 器 　i111を用 うる

　 と 1針 と 注 射筒 り 連結1：注意

　 針 ．1 長針が 良 い

式

一
dW

’

＿中

日本崖科嬬人科學 會 雑誌　第 2 卷 　第 4 脇

注 射速 度 を緩徐 に す る t と

何囘 か練 習 をす る こ と

子宮 を 固 定 す る こ と

前置胎 盤 は 注 意 す る

子宮腟 内 に確か に針 が 入
っ ア：か

し
ど う力

嗣
確め る こ と　　　　　　　　　　ノ

　　　 羊水の 吸引 を再三 行 5
　　　 羊水の 變化 の 有無 に注 意

　　　 血液吸入 の 時 の 注意

　　　 血液吸入 1： よ り胞状

　　　 鬼胎 を推定 す る

4

ウ何
丁一

ユ

39

一

5

2

　

1

1

22

］

11

全 均状 態 の 急變の 有無に 注意する

讐ぞ瞬 を守・ ・ と
一

陣
痛
發

來

後

【

患

者

前處 置 を す る こ と

術 前檢 査 を よ くす ろ こ と

月數 が 少 な い もの に は tな い

初産 に は しな い

經産嬬 で 噸 管 の か アこい もの に は tな ）
・

合併症 に は 注意す る か 叉 は しな い

心

肝 　 　　 　　 　
’

腎

肺

中毒症

特 異體質

全身衰弱

重症貧血

發熱時

脚 　氣

重篤疾患

そ の 他 の 既往症に 注慧

6500

Ω
」

8

陣痛 の 經過 を 監示見す る

　　　 頸 管 z ）擴大 朕況 に 注 意

　　　 過 彊 陣 痛 な ら人 工 破水

口但

の

状

態

剿 蔀 で あ ・「ヨ・

‘

ー

出血 に 詫意 す る

遇發症 の アこめに應急の 用意

安　　静

後 産遺殘 に注 意

後産遺殘 の 時 早 く掻爬 す る

掻爬 ぜ す に 自然 娩 出 を まつ

−・

つ一
Rり．
−，亠

コ

6

他
の

術

式
の

應
用

。
欄

95256

ー

ユ

ー

ユ

ー

11

　

　

2

ユ

翻 入院 t… め る こ と

術前噸管擴張 の 要

ラ ミ ナ リ ヤ

初蔭の み ラ ミ ナ 1）ヤ

ブ ジ 冖

メ ト ロ イ リ ーセ旨

釜

難

67142

19

　　 淌毒 を嚴重 に す ろ こ と

　　 麻醉 を使用ず る こ と

術

｝
　針 を 直角 に 刺す

　　1何囘 も京りさめ こ と　　1

61111

　　術 者 は 便なる も患 者は 苦痛多き故一
考 tiよ

　　 危險 だ か ら中止 d よ

　　 特 別 危險な し

　　 意見な し

　　邁應 に 注 意 し危險 を さけ る

　　生 産 を望 ま沿 時 に 用 5ろ

　　少 L で も實施困難 の 時は用 5る な

　　灘響
他 法 囀 じ塒 瞞 醉 麟 出血

　　本法 は簡單確實，精紳 的影響 少 く よろ こい

　　本法 に 簡單 な，る も開業 臀 は や る な

　 　 行 わ n が よ い

　　齢讐
24輔 肭 紛 騰 了ズ・ 撚 搬 ・ 考

B 票 に依 つ て調査 した本法の失敗例 の 囘答 に 就 き

其の 死 亡例 ， 重症例 ， 輕症 例 を年齡， 月數 ， 原因

別 に 計算 した結果 を示 し其の概況 を うか が毳ば 次

表の通 りで あろ．

＿L ・一＿一 N 工工
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　　 第 27表 　羊水内藥液注入法 ・
「

｛ア プ レ ノレ氏法及 び變法）によ る 失敗 例

i．死 亡 例 重 症倒 軽症 例

顳i二捌 名
　　｝∠艶 29i 　 8

懸三齶
選 窮

o　 i　 2
戸　 　 1　 　 ［
∠　 　 i　 ’し

1

需　　　　　 o

｝ 1 冶
5i6
〆 15・　 　 　 　 1

　 　　1
θ　 i　 3

　 r 互ヶ 月　　　 0

戸
…皿ケ 月 lo

　IF ケ 局 i　 o

‘1
　

卜
　 ρ

ご　 ド 　 β

… 　 5

．、Ivケ 馬

藪脛明

　
1 「皿け 目

〆5　　　 9　　 　 ∫
ノ（7　　　 4　 1　 ・層ξ1

69
−．2 　 2函 コ　 ．？四

」蕪 ｝
！衆瞳応 の ！
　

1

異 　り il

よ鸞
ll

幽 iよ る窯 敗
　に
　 ヒ …

・ 明
　 t

6

广
」

Ll
〔

7

一厂
／

〔

レ

．
4−つ

）

　　　　　　　1　　　
5 』

i2
　失 敗例の症例報告票か ら2

，
3 の統 計を記 して 見

度い と，思 う．

　先 づ報告は 10t例 ， その 申， 患者が死亡 した もの

44 例 ， 死亡 しない もの 60 例で あ る．此 等の 失敗例

に關係 した醫者側の 統計は 第 28表友び第 29 表で

あつ て ， 先 づ死 亡 せ ぬ失敗例 に於 て失敗 した術者

は報儲 自身 で あ り， 嬉 門醫 で ある事 力1多 く
，

他の 醫師の失敗 を聞 い て 報告 した もの は 8 例 叉非

專門醫 が關係 した場合は な か つ た． 失 敗後の 治療

者 と して は ， 失敗 した術 者 自身で あ るζとが多 く，

報告者 が治療 した場 合は そ の約 S＃分 で あ る． 叉他

の 失敗 例に就 き， 失敗 した醫師か ら治療 を依頼さ

れ た の は ， 患 者か ら直接依頼 された場合 の約 3 倍

で あつ た ．

　叉 患者 が死亡 して しまつ た例 に於て は， 失敗 し

た術 者は同 じく報告者 自身で あ り， 專尸ワ醫 で あ る

趣
F
、

153− 39

第 28 表 失敗例 （死亡 tin もの 1

失 敗 t．t：

術 　　 　者

失 敗 後 の

治　療 　者

報告者 自易

他 の 醫師

産婦 人 科專門醫

非専門醫

失敗 tt：術者

…報 皆 者

失敗 し力醫師 か らの 依 績

患者 か らの 依
．
頼

げ
り

810

2

　
9り

第 29 表　失敗例 （死亡 例）

O
晦
D62

42

失 敗 こ tこ

術　　　者

報 告者 自易

他 り 醫師

産嬬人 科專門醫

非専．門醫

　 29

11
卜・

失 敗 後 の

治　療 　者

失敗 亡 アこ術 者

報 告 者

失 敗 己f：臀師 か ら の 依緝

患者 か らの 依頼

第 3G 表　失敗例 の 重な症状 （死 亡 ぜ す）

0
卩
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工
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頸
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頭
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頻
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財
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鼻
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呼
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］
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］
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灘
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糲
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不

意
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黄

親

敗
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前

膓

取

内

子

腹

濕

子

于

廣

産

悪

働
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一
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．
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．
ー

　

ー
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拓

12655442
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2222211
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エ

ー
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事が 多 い が ， 叉他の 醫 師の 失敗を聞 い て報告 した

、．L露
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ノ
釣
臨
酬

潤

もの も相當數認 め られ る． 之は患者 が死亡 した と

い う樣 な例は忽 ち喧傳 せ られ 齢 ・ らで あろ う．徇

死亡 例 に は非專門醫 が 2 名 關係 して 居 る 事が知 ら

れ る． 失敗後の 治 療者 は 當人叉 は報告者 が多 く，

失敗 した醫師や ， 賭 か ら鷹 さ れた場鍋 蜴
宛 あつ た．

　失敗例 に於 け る主 な症1伏を拾 つ て見る と 死亡 し

なか つ た場合 に於 て 發熱 ， 胎盤遺殘が最 も多 く，

次 は 頸管裂傷 ， 頸管穿孔 分娩 ， 頸管開大不全 に依

る分娩障碍 ， 弛綏 出」血， 過彊陣痛等 で あつ た， 總

數 93例 は症歌 が 2 つ 以 上 重 つ て い る事 が あ る た

め で あ る．

　死亡 した場合 に 於 け る主な症歌 は 發疹が最 も多

く， 次 は發熱 ， 以 下痙攣，弛綏 出血 ， 意識溷濁 と い う

樣 な順で あ る が ， 發疹 は死亡 しな い 場合 1こ僅か 1

例 しか 翫て來 な か つ た． 之は 殆 んど全 部が蕁麻疹

檬の 發疹で あ る が ， 之 が死亡の 場合 に は一一・as多 い

症鴃と して 現 わ れ て來て い る の で あ る． そ して 發

熱の如 きは 二 番 口 に 下 り， 胎盤遐殘 や ， 頸管裂傷

の 樣 な もの は更 に現 われ て 來ない の で ， 之 は極 め

て 顯著な現 象 で あ る と言 えよ う．要 す るに ア ブ レ

ル 氏法施行後蔀麻疹樣 D 發熱が現 われ て 來た ら夫

は相當重症 で あると見なす事 が出來 よ う．

　　　　　 ng　31 表　主な症状 （死亡例）

疹

熱

攣

血

濁

難

悪

血

嬖

悶

　

　

　

出

溷

困

壇

　
併

苦

　

　

　

綏

識

吸

患

　

炎

内

發

發

邏

弛

意

呼

疾

吐

肺

胸

　

　

　

　
’

潟

殘

炎

尿

痺

碍

吐

血

　

遺

膜

麻

障

出

　
、

　

　

腹

　

　

　

　

　

計

　

盤

性

　
肢

語

　
下

口

胎

急

無

上

言

嘔

皮

9866643222 22211111

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 59
　 　 　 　 　 　 　 　 L

　次 に 是等の 失敗 の原 因 と考 えられ る事項如 何 と

言 うに 死亡 せざ る諸例 に於て は 頸管の 伸展不良が

最 も多 く， 次 は過強陣痛 ， 子宮壁内食鹽水注入 と

い う牒 な順 で あ る．

　と こ ろが死 亡 した例 に 於 て は ， 初 め か ら心臓疾

患が あ つ て 之 が惡 化 した ξ考 え られ る例が最 も多

◎
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第 32表 失敗駟 と 考え られ 6 ，： と （死 亡 d す ）

頸管傾展不良

過強 陣痛

子 宮壁内食鹽 水流 入

葡萄辮が細菌發育に

好適
胎盤遺殘

娩出操作 を 早 期 に し

す ぎナこ

食鹽水不純

食鹽水過 少

胎 盤刺入

ア ブ レ ル 氏法 自 舅

死　　艢

早期破水

淌毒不全

食鹽 水稀溝

t’ツ ィ タ ソ 多量

10　11藥液注 入 不 能　　　
！

・ 醗
嫌 ヘ ア プ

略
6　1胎盤 癒 着 　　 　　 1

4 凝
牒 彖欟 ：

瑚

411 胞状鬼胎

3　
i

卵欒靉 腫

3　 藥液吸收 に よ る 中毒

・ 譬鞴
無 月繼 鱇

2　 ヘガ ーノレ で擴張 亡 ず

・ ．隷渺
2　 子宮固 定 不 完 全

2
．
梅　　毒

2　 注 射後勞働 こアこ

1　 不 　　 明

1　　 計

第 33 表　原因 と考 え られ ろ ： と 1〔死 亡 例｝
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1
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毒

纐
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欝
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明

櫛
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鰍
不

計

95433211

］

11

く， 次 は子宮壁 に 注 入 した と か ， 血 液 の 逆流 を顧

み す注入 した等 と い う注入時の 過失 ， 以 下 腎炎の

存在， 結核或は注入液の 不 良と い う様 な因子 が問

題 と なつ て 來 るの で あ る．

最後 に 是等 の 失敗豫防 に關する意 見を綜合 して 見

ると， 死亡 しな かつた例 に 於て 一番多か つ た の は

必す羊水 の 中へ 注入 しな ければ い けな い と 言 う事

で ある．判 りきつ た事で あ る が
， 經驗者は痛切 に

感ぜ られ た の で あ ろ う． 次 は初妊姉 に は行わ ない

と言 う事， 之は 頸管裂傷や ， 開大不全 に こ りた か

らで ある．術前 ヘ ガ ール や ラ ミ ナ リヤ に依 つ て 頸

管 を豫 め擴張 して置 くと言 うの も此 の た め で あろ

う．

　 次 に 死 亡例 に就 き， 經 驗者の 豫防 に 關す る意 見

〜　、
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第 34 表 失敗豫防に關す る意見
．
〔死亡 例 ）

●

第 35 塁ぎ 失敗豫防に關す る意見 〔死 亡 ぜ す）

重症 の 心 疾患に は 遒 け る こ と

重症 腎疾 患 も不 適

重症肺疾患 も不 適

注 射 時血 液 が 邂流 しアこらや め ろ

ア ブ レ ル 氏法 自勇 が 悪 い

入院 が必 ．要

術 前充分な る 診察 す る

初妊嫌 に は 使 ふ な

プ ジ ー併用 は 危險

注射液 の 滅菌 に 注意

操作 を無菌的 1：
a ＝シ リ ン ， ス Ptフ ア ミ ゾ の 併用

食鹽 の 純粹品 を使 へ

醫良面自ら藥液調 合

術前 の 診察 を嚴重 1こ

細 い 針 を 使 へ

子宮壁 を さ さ の こ と

頸管擴大不良の 時 は 切開法併 用 す

靜脈麻醉 の 併用 を さ け る

専門醫 が 行 5 こ と
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を調蒼 して み る事 に しよ う．最 も多か つ た のは重

症 の 心疾患 は さけ る事 と い うの で 衣 は腎疾患 肺
’

疾患 も本法 L：適 せ す と言 うの で ある． 之 は
一一一；

見 明

瞭な る 如 く， 注入技術等 の冏題で な く原 因疾 憲が

重大な る結果を招來す る の で あ る と い う意 見を反

影 し て 居 る と見 られ る の で あ る． 次 に注射時， 血

液が逆流 した ら止 め る と い うの で ， 之 亦苦 い 經驗

．が生んだ言 葉で あ ろ ． ア プ レ ル 氏法 自身 が悪 い と

言 うの は ， あらゆ る危險の 發生は ，如何なる注意 も ．

必ず羊水内亀 入 す る

ヘガ ρノレ に依 り頸管擴張併用

初 妊婦 はや め る

ラ ミ ナ リ ヤ 併用

娩 出後遺殘物除去

食鹽の 純度 に注意

注 射筒の 固定に注 意

血液遘流 の 時は P め る

ビ ツ イ ト リ ソ 類 は 注 意 を要す

濃厚溶液 の 大量注入 は や め よ

注 入 後身體安靜

葡萄糖液 に は パ ソ セ プチ ン 混合

過 強陣痛には 頸管切 開

淌毒 に 注意

長 い 針 を

細 い 針 を

頸管擴張 も限 度 あ り

胞状鬼胎 に 注意

適應 に注意

ブ y“・．併用d よ

食鹽水は 自分で 作 る

死胎兒に は dn
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技術 の 練磨 も救 う可か らす， 夫 は 凡て本法 自身 に

具は つ た甑 點 で ある と い う見方 であ る． 入院が必

要 ， 術前充分 な る診察 を行 うと い うの も味 う可 き

言葉で吻 ろう． 注入液は醫師自 ら調合 する とい う

の や ， 專門醫 が行 はな けれ ばな らない とい うの等

も， 本法は餘程愼重に行わ なければ な らな い と言

う意味の もの で ある，
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